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7.2 運営指導委員会記録 

担当：受川 達也 

第 1 回運営指導委員会 

日時  令和元年 10月１日(火) 16時 30分～17時 30分 

場所  神戸市立六甲アイランド高等学校 小会議室 

出席者 

科学技術振興機構  桒 原   爾 

甲南大学   茶 山 健 二   甲南大学  西 村 いくこ 

甲南大学   甲 元 一 也   兵庫県立大学  鈴 木   武 

バンドー神戸青少年科学館 末 次 奈穂子   神戸市建設局  松 木   靖 

神戸市企画調整局   藤 岡   健   神戸市教育委員会 蔵 元   朗  

神戸市教育委員会  仲 野   学   神戸市教育委員会 吉 田 幸 司 

校長    山 根   修   教頭   来 田   勉 

教頭    常 深 俊 規   理科   吉 岡 義 訓 

理科    受 川 達 也   理科   釜 谷 尚 史 

理科    片 山   梓   理科   岩 田   淳 

理科    福 田 直 起   理科   高 瀬 有 華 

 

取組について 

①第 2期 SSHの取組概要 (吉岡) 

②特別探求② (釜谷) 

③特別探求①、神戸サイエンス② (河本) 

④神戸サイエンス①、サイエンス英語①② （岡本） 

運営指導委員の方からの主な意見や助言 

・グループ内で自分のロジックを出し合うような機会がすくないのではないか？ディベートなど練習し

てはどうか？ 

・十分な計画の元、研究が実行できていない。 

・生物離れは進んでいるか？ 

回答：教科書でのキーワードが増加し、離れる傾向を助長している。 

・シルバー人材に協力を仰いではいかがか？ 

・実験都市神戸の発表会で発表することで地域社会とのつながりをつくってはどうか？ 

・民間企業への研究インターンシップなどもあり、民間企業との連携をはかってはどうか？ 

・過去の研究データを閲覧しやすい形にして、研究の継続をしてはどうか？ 

・神戸サイエンスでは協力企業も増加し、良い。 

・科学の最先端を知れる機会があればよいのではないか？ 

・東北大へ論文投稿してはどうか？ 

・地球規模のビッグテーマの研究をしてはどうか？  

 

第 2 回運営指導委員会 

新型コロナウイルスへの対応のため中止 


